
能登半島地震を経験して人材育成を考える

石川県健康福祉部健康推進課

酒井 徳子

全国保健師長会
東海・北陸ブロック研修会 R6.8.24(土)



2

まずはじめに

令和６年１月１日 １６時１０分頃 発生した能登半島地震に際しまして･･･

お正月という、ご家族と過ごせる大事な時期に、全国から、多くの皆様に応援いた
だきました。

皆様には、派遣チームの調整をはじめ、中には現地に入っていただき、年始早々、
大きな御支援をいただきました。

現地では、断水等が続く不自由な環境の中で、避難所等での被災者の健康管理、心
のケアなど精力的に保健活動を展開いただき、被災市町にとりましては、具体的な
活動支援だけでなく、大きな心の支えとなっていただきました。

皆様の御支援に、心より感謝申し上げます。
本当にありがとうございました。
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今回の地震について

令和６年１月１日(月)
16時10分頃、
石川県能登地方を震源とする
マグニチュード７．６の地震が発生

石川県輪島市や志賀町で
最大震度７を観測したほか、
能登地方の広い範囲で
震度６強や６弱の揺れを観測

今回の地震により、
石川県能登で大津波警報が発表され、
能登町や珠洲市で４ｍ以上の津波の
浸水高を観測するなど、
能登半島の広い地域で津波による
浸水が認められました。
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奥能登へのアクセスルートとなる、能登半島の沿岸部を
結ぶ国道２４９号や、金沢と能登地域を結ぶ大動脈である
のと里山海道においては、道路の亀裂や崩落など甚大な
被害が発生

発災直後、支援の車や一般車で大渋滞が発生
金沢から被災地の輪島市へは、片道８～１０時間
（通常、２時間程度で到着できます）

今回の地震について
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被害の状況 令和６年８月１３日時点

◆人的被害：１，５５１人
死者数 ３３９人（内災害関連死１１０人）
行方不明者 ３人
負傷者 １，２０９人（内重症３３３人）

◆住家被害：８１，６４９棟（内全壊５，８９４棟）

◆ライフライン被害（ピーク時）
・断水：約１１万戸（5月31日解消※）

※土砂崩れや建物倒壊など早期復旧困難地区を除く

・停電：約 ４万戸（3月15日復旧）

今回の地震について
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【参考】8月13日現在の避難所開設状況
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被災市町（能登北部４市町） R5.10.1現在（推計人口）
人口：５５,６６６人（石川県全人口の５％）

65歳以上人口の割合：５１．１％（県平均30.7%）

75歳以上人口の割合：３０．３％（県平均17.2％）

※県内で最も高齢化が進んでいる市町が被災！

被災市町（能登中部５市町） R5.10.1現在（推計人口）
人口：１１１,１６３人（石川県全人口の10％）

65歳以上人口の割合：４１．６％（県平均30.7%）

75歳以上人口の割合：２３．６％（県平均17.2％）

七尾市と志賀町
人口：６４，７７６人（石川県全人口の5.8％）
65歳以上人口の割合：４２．３％
75歳以上人口の割合：２３．９％

能登北部保健福祉
センター

能登中部保健福祉
センター

被災市町の人口構成

人口：1,109,179人
（R5年12月末現在

住民基本台帳）

老年人口 30.7％
（R5年10月1日現在

石川県年齢別推計人口）
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指示する保健師が登庁できない → 若手保健師だけが登庁

連絡が取れる状況であれば、連絡取れる体制に･･･

しかし、それができない場合は･･･

若手保健師だけで、動けるように・・・

容易に登庁できない地等にいる → 動ける保健師数が限られる

保健師以外の保健福祉センター職員の手を借りる・・・

他所属の県職員の応援を求める

現実の厳しさ
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・地震等災害対応業務初動マニュアルの説明
・建物内外の設備確認
衛星電話、防災システム、プロパンガス、
自家発電

・実動訓練
発災から災害対策本部体制までの訓練

・講義：災害時の役割確認
アクションカード、DHEAT、クロノロとは

・訓練：資機材の確認（所内巡回）
通信機器（衛星電話等）の操作説明

・演習：発生、初動対応、クロノロを書いてみよう

平時の研修状況について

【所内訓練】
・災害時の県職員、保健所職員の対応について
・通信機器の取扱いについて
・EMIS、県防災ポータルについて
・地震等災害時初動マニュアルを用いた実動訓練

【災害時保健活動連絡会】
管内からモデル市町を選定し、災害発生時の保健
活動が円滑かつ効果的に進むよう、具体的な体制
整備に取り組む（その成果を管内他市町へ普及
・要支援者名簿の作成と活用
・モデル事例について、個別避難計画の検討 等

【所内】
・災害時の職員の安否確認訓練
・発災からセンター対策本部立ち上げの訓練
アクションカードの説明と実地訓練

・本部立ち上げから発災後７２時間の活動の訓練
各課で災害活動内容を確認、作成、所内で共有

【管内市町との研修会及び情報交換】
・災害時の保健活動
・災害発生後のタイムラインと被災者支援の対応
・災害対策の情報管理や人材育成についての情報
交換
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誰でも（若手でも）、動けるように
・アクションカード（指示がなくでも行動できる）

保健師はどう動くのか、具体的なイメージを持つことができるように
県保健師として何をすべきなのか、市町支援で何をすべきなのか

チームワークが発揮できる職場
保健師だけでなく、全体で、震災対応に関われるように、所内をはじめ、所外との体制を
整えておくことが必要

・指示待ちではなく、自分で考えて、今何が必要と考えられるのか、など、
自分で考えて意見や提言できる

市町と良い関係づくり
平時からのお付き合いを大事に

今後の人材育成について



このたびは、ありがとうございました。
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